
平成 28年８月 24日 

内閣府（防災担当） 

平成 28 年度「防災の日」総合防災訓練について 

政府として防災組織体制の機能の確認や実効性を検証し、防災対応力の向上を

図るため、９月１日の「防災の日」に以下の訓練を実施する。

１ 「防災の日」政府本部運営訓練 

南海トラフ地震を想定し、内閣総理大臣を本部長として全閣僚に御参加

をいただき（※）、緊急災害対策本部会議の訓練を官邸で行う。 

今年度は、国と地方公共団体との連携訓練として、総理大臣官邸と三重

県庁、和歌山県庁、高知県庁との間でテレビ会議を実施（※）する。 

  ※調整中であり、変更の可能性あり 

（１）地震の想定 

 地 震 名 平成 28 年（2016 年）南海トラフ地震 

発生日時 ９月１日（木）７時 10 分頃 

震 源 地 和歌山県南方沖 

地震規模 マグニチュード９．１ 

震 度 ７（静岡県、愛知県、三重県、兵庫県、和歌山県、徳島県、 

香川県、愛媛県、高知県、宮崎県） 

６強（山梨県、岐阜県、滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、 

岡山県、広島県、大分県） 

（２）訓練の概要 

  別紙１ 

（３）その他 

松本内閣府特命担当大臣（防災）による会見 

  （政府本部運営訓練終了後、官邸３階エントランスホールにてぶら下がり） 

２ 「防災の日」現地調査訓練 

首都直下地震を想定した九都県市合同防災訓練会場（さいたま市）を安倍

内閣総理大臣が視察（※）するとともに、松本内閣府特命担当大臣（防災）を

団長とする現地調査訓練を実施する（別紙２）。

※調整中であり、変更の可能性あり



＜問合せ先＞   

【「防災の日」政府本部運営訓練に関すること】 

●訓練の内容に関すること 

内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（地方・訓練担当）付 

参事官補佐 門 久仁彦         

訓練担当 田口 仁 

訓練担当 関塚 健太 

TEL 03-3503-9394 (直通) 

 

●官邸での取材に関すること  

官邸報道室 

TEL 03-3581-0101 (代表) 

 

【「防災の日」現地調査訓練に関すること】 

●訓練の内容に関すること 

内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（地方・訓練担当）付 

参事官補佐 宮崎 裕之 

           訓練担当 島村 勇基 

TEL 03-3503-9394 (直通) 

 

●九都県市合同防災訓練の内容及び現地会場での取材に関すること 

埼玉県さいたま市総務局危機管理部防災課 

TEL 048-829-1127 

 



政府本部運営訓練

・発災日時 9月1日(木)7:10頃
・震 源 地 和歌山県南方沖
・地震規模 マグニチュード9.1
・最大震度 震度7

九都県市合同防災訓練視察（さいたま市）

総理会見

・災害緊急事態の布告の報告、国民への協力の求め等

９：００

９：０５

８：２５

８：５５

テレビ
会議

１０：００

１２：１０

三重県
和歌山県
高知県

（官邸４階大会議室）

（官邸１階会見室）

（さいたま市）

実施日：平成２８年９月１日（木）

平成28年「防災の日」総合防災訓練フローチャート

（各県庁）

さいたま市会場

・高速道路事故救出訓練
・トリアージ・救命処置訓練
・ジャッキを使った救助訓練
・ＡＥＤ取扱い訓練
・主会場実動訓練

臨時の閣議

・災害緊急事態への対処に関する基本的な方針
・緊急災害現地対策本部の設置

緊急災害対策本部会議
（本部長：総理）

・被害状況、各省庁の対応状況等の把握

訓練上の
実施時刻

～

～

～

カメラ撮り可

冒頭

テレビ会議
終了

～

カメラ撮り可

別紙１

カメラ撮り可
（一部指定エリア）

取材可
（一部指定エリア）

南海トラフ地震を想定

首都直下地震を想定





（参考資料） 

 

１．総合防災訓練の実績 

 

○ 平成２８年度の訓練は、昭和４６年度の「震災対策通信訓練」開始

以降４５回目。 

 

 

２．訓練参加人員等について 

 

○ 全国における防災週間中（８月３０日～９月５日）の防災訓練参加

人員（概数） 

４６都道府県・・・・・・・・・・・・・１１，５１５千人・日 

（１）防災の日（９月１日）の参加人員 

３６都道府県・・・・・・・・・・・・・・・・・・９９８千人 

（２）防災週間中（９月１日を除く。）の参加人員 

４５都道府県・・・・・・・・・・・・・１０，５１７千人・日 

出典：消防庁調査結果より 


